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脳血管性認知症の予防物質の探索：マンゴーとウナギの有用性
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１．開発目的
超高齢化社会の到来で認知症対策が急務であり、特に、認知症にならないようにいかに予防するかが重要な課題といえる。脳血管障害に由来する認知症は、老年性認知症の約半数を占める重大な疾病であり、我々は、脳血管性認知症の予防物質を探索する独自のスクリーニング法を確立した。特に我々は、予防物質を「食」の中から見出すことに注力し、宮崎県特産品マンゴーとウナギに顕著な活性があることを見出した。
２．亜鉛の神経毒性を指標としたスクリーニング技術の概要と特徴

脳内の虚血により神経細胞が異常に興奮すると、神経細胞から神経伝達物質グルタミン酸とともに亜鉛が放出され、これらの相互作用で神経細胞死が増強される。このメカニズムが脳血管性認知症に深く関わることを基本に、我々は亜鉛の神経毒性を阻害する物質のスクリーニング法を開発した。このスクリーニング法は下記の特徴を有する。
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96穴のプレート上で多数の試料を一度に調査でき，脳血管性認知症を予防する物質を高速にスクリーニングできる。

2) マウス脳視床下部由来の不死化神経培養細胞（GT1-7細胞）が，亜鉛に感受性の高い細胞であることを発見し（図１），亜鉛作用に特化したアッセイ法である。

３．応用例と今後の展開

九州地方の特産品を中心に、様々な果実および魚介類の水抽出液を調製し、スクリーニングを行った。果実抽出液では、マンゴーの果実で顕著な活性が確認され、魚介類抽出液の活性を調べる過程で、多種の魚介類に豊富に含まれるカルノシンに活性があることを見出した。
· 成熟段階の異なるマンゴー果実について、皮、果肉、種子に分別して活性を調べた結果、果肉で顕著な抑制活性が確認され、未成熟な果肉に高い活性があることを見出した。自然災害などで商品価値の無くなったマンゴー果実の新たな利用法を提供できる。

· ウナギの肉抽出液には約120 mg/100 gの高濃度でカルノシンが存在しており、亜鉛による神経細胞死を充分抑制するだけの濃度が確保できることを明らかにした。本成果は都市エリア産学官連携推進事業の研究成果であり、以下の特許を出願した。
※出願番号：特願2006-145857　「脳血管性認知症の予防または治療用飲食物、その包装または容器ならびに脳血管性認知症の予防または治療薬」
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